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一福島県の幼稚園のカリキュラム調査報告（i）一

大宮勇雄（幼晃教諭
平林秀美拗児心遷学／
白石昌子繰薄熔の醗究／

　幼稚灘教育要領改講に燦して鶴轟県下の多くの幼権墨は，繰育指導における子どもへの憾受

樹を高めることと，露譲形態の保育に多くの鋳幾を振舞向けることの二つの課題を積極麟に受酵

壼めた。縫方，少子牝と懸纏観の多様乾の串で幼稚聖教膏の麩的をよ戦醗確にすることへの親・地

竣の要求が濃iまってお鯵，保官撰導によ辱一懸の§麟盤・講遜賛生が求められる試溌か生まれてい

る。実践場藪における保育者の「設露盤藁への養目の程度は，察密形態と一斉形態のいずれに重点

を羅くかという保奮方塞手と騨連オ薗あるということオ婁響蚕らオ藤こなった。この結果は．指導の楚ζ受難や

計露盤の質を決定するのは，保育形態それ懲体ではなく，幼稚羅の保膏観やカリキュラム癒成上の

方鋭が重要な要素であることを示唆するものである血

ξキーワード3幼稚i露，カリキュラム，保：育形態，掻導の誹露盤

亙　は　じ　め　に

董　ゼ幼稚園教育要領凄の見直しの動き

　「幼稚鐵教灘要領」（舞下窪要領動が改訂・吉示さ

れたのは欝8§年であった・これによって2i量紀を見据

えた教畜内容改革はひとまず…段落したはずであっ

た。しかしそれから8年是らずの緯年9月，文藻省は，

現行蓼要頷選の見直しのための験討偉業に唐手した。

　見直しがなされる第一の遷轟は，少子化，女性の社

会進鐵，子どもをめぐる深灘な問題状溌，致癒の進め

る「教青酸革屋の動梅など，幼稚園を取辱巻く社会状

混の急速で大きな変化にある。文部省がここ数年矢纒

ぎ早に打ちだしている新たな施策はその灰醗である

（ギ獲か鯵保奮達の公的な認知．ギ地域に騎かれた幼難

醸づく　警」　事業など〉。　これらは　新生雲壌霞寺幾」　という

保畜漸との差異を示す最大のメルクマ一心ル治産なくなる

点をはじめ，対象年齢や家庭・地域との役割分蓬幾係

の変位など．従来の幼稚露の基本的骨格の大きな変更

を迫るものであ辱，教蕎内容やカリキュラムの見なお

しは欠かせないG

　もう一つは，第篶次の中央教蕎審議会・教鳶課程審

議会など，教音内容致策それ自体の展麗である。

　その中には，蓼要領垂の基調となる考え方の見直しに

つながる譲点が散見される。舞えば「窃等教欝資料ま

誌上（晦弱§，欝繕．i2／で現行の教育蓼要籏毒作成の

中心メンバーの…一人は．ホワイトヘッドのヂあま吟に

多くのことを教えることなかれ。しかし，教えるべき

ことは徹底的に教えろ」との琶葉を雛稽しつつ，　ギ子

どもの活動を寧心に考えていく遷のは大事だが，それ

を影どう望ましい方向に陶けていくか窪が今翻の見直

しの視点となるべきと発言している。「遊びを還して総

合麹捲導涯r搬導ではなく援勧謹を強調する瑛行ζ要

領選とは異なる視点がここには含まれている。

　さらには，現行の『要領垂には夢幾や縫会一般の人

々の饗解が得られていない」点や，夢実1祭にどう保育を

進めていけばよいのかという具捧的な保膏のイメージ

を教魎が持てないこと雄などの幾題点があるとの指摘

もある。（薦掲誌〉

2　「生きたカリキュラム涯の羅究一講査の目的

　さて，今睡の私たちの幼稚園秀リキュラムの実態講

査は，一般的にカリキュラムを鶴題にするのではな

く，上記のような社会的状溌の串で，幼稚遜でのがナ

キュラムをめぐる焦点的課題がどのような形で意識さ

れているかを明らかにすることにある。

　縫会・家庭が大きく様変わ脅する牢で，霧・保奮

者・経営者などの閥には，教育の欝標や内容をめぐっ

て多様な纒値観が藁存し，時には対立している。そし

て少子化や「教官の毒場化まの下で，よ辱多くの園晃

を集めることへのプレッシャーが公私立を翼わず高ま

ってお弩，そうした社会約文賑の串ではじめてカリキ

ュラムの§標・内容・方法が決定される。そこでは幼

稚園教官の陸産性まや震標に対する実動姓がきびし

く縫会の蜷から闘われる事態も増えてきている。

　こうした懸麺観の多様化と彰結果責撫への冠会麟
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注§の申でこそ，事実に基づいたカリキュラム羅究が

なされる必要寮あると，私たちは考えた。たとえば，

「子ども幸心の保育」を蕎うことは，ヂ子どもを望まし

い方海に教育する」という視点を弱め，実践場露にお

ける保奮考の捲導牲や講懸盤を低めることにつながっ

ているのであろうか。それとも，保奮を自霞形態幸心

に行うことと，保膏者の実諜の指導の車身と覆うの

は，基本的には騨纒1の独立した問題なのであろうか。

　このような問題は，観念麟に，あるいは断片的な経

験だけに基づいて譲じることはできないものであろ

う。そこでこの調査報告では，まず第玉報毎（本稿／

で，①幼稚縷の繰膏観・保欝方針縷要領垂改欝への財

応，今嚢の桂会的な要求の捉え方／，⑫繰育形態の重点

←一斉形態か憲露影態か），⑧保膏方法（保膏指導の留

意点〉の三つの要素を取辱鐵し論じている。第2報1で

は，音楽教畜の分野に難して④保畜内容の縫え方（音

楽観教馨選択の基準1，⑤指導の方法，⑥遊びの音楽

礫境について譲じている（白石1ほか影幼稚園教轟の音

楽観と音楽指導観遷本紀要辮叡！。

　私たちの藩究の馨的は，被会麟な文賑の中におかれ

たゼ生きたカリキュラム蓬の実像を甕握することに向

けられている。そのため，ゼ教えられるべき知識内容の

系魏のような狭い定義ではなく，「子どもの学習機会

にかかわるすべての事極」という撹点から力琴キュラ

ムを捉えることとした。あま瞬こも多くのことが押し

込まれている邸象を与えるかも知れない炉．その中か

らカリキュラムを購蔑している現実的な要素を取尋申

すことが私たちが饗捲していることである。

藍　方

丁　讃　査　内　容

法

街　園長爾…園全体のカリキュラムについての講盃

　掻答者の職名，鐵の設置主体，園のクラス編成，鰹

の方錺，野要領垂改講後の保鳶の方舞・内容・方法の見

直し，懸導上の留意点，騒の運営，保育内容などに関

する質賜項嚢を作成した。

鱒　クラス糧任爾一各クラスのカ1ノキュラムや保鷺方

　法についての講萱

　羅答者の摂猛クラス・保畜経験無数，保蕎の一霞の

流れ，保育の形態，保育上の留意点，繰畜内容などに

関する質縫項目を｛乍成した。

保育の形態に臠する項霞：①「白露形態の保＝海里と

「一斉形態の保育」への重点の鐙き方，⑨轡密形態の

保育を行う際の留意点および工夫している点の2項欝

から成る。

　①の絡密形態の保創と「一斉形態の探畜藩への

重点の置き方については，「一斉形態の繰青にかな弩重

点を攫いている」，「どちらかといえば，一・斉形態の保

育に重点藩，ヂどちらともいえない重，新どちらかといえ

遷弱7一駿

ば，白蜜形態の煤育に重点涯，「白露形態の保欝にかな弩

重点を置いている達の牢からiつを選択してもらった。

　②の白蜜形態の保育を奮う藻の留意点および工夫し

ている点については，以下の9つの選択鮫の牢から，

あてはまるものすべてに○をつ酵てもらった。

ア．合憲形態の保欝の終了詩興を，子どもの状溌など

　を見てかなり頻繁に変更している。

イ．遊びに捜う素材をできるかぎ辱，子どもが白蜜に

　使える状態にしておく。

ウ．ルールのある集醗的な遊びを，できるだ1ナ多く取

　辱入れている。

エ．散歩など，馨常的に園外での欝鑛な遊びを多くす

　るようにしている。

オ．異薙齢の子ども瞬士の遊びやふれ合いを積極的に

　健すようにしている。

ヵ、子どもの灘密な遊びのド糧諜となることを意無し

　て，絵本や楽懸を積極的に提示するようにして塾る。

キ．できるだけ，子どもの遊びに一緒に入って穣手に

　なるようにしている。

ク．子ども縁士のトラブルやけんかが生じた醗，とく

　に危険がなければ1，できるだけ仲裁や中劇に入らな

　いで，成舞行きを見守るようにしている。

ケ．その飽（具体的に：　　　　　　　　　　　／

2　講　査　財　象

　福島察の公立幼稚蟹2鎗羅および私立幼稚靉靆絡露の

計3§8園。

3　実　施　時　類

i鱒7年i月～2月。

奪　講　査　方　法

　質翼紙法（アンケート調査〉による。各幼稚園毎に

講査濡紙（園長稀1，クラス掻任絹1を送暫し，後嚢郵

送によ辱回叙した。園長灘については，遜事長・麟

長・麟鬱憂・教頭・主任のうち玉名に曝答してもらっ

た。また，クラス握任絹紅ついては，クラス撞任をし

ている先生全員に褻答してもらった。

斑　結果と考察

茎　睡答園および濾答者の属性

　アンケートの醤取率は，公立2懸籔の85．8％，私立驚

園の銘．i％であった。園長矯，握任罵の羅答者数は表

1の遊吟である。また，表2は露長灘麟答者の職名の

塾舎を表し，表3は握征馬に騒答した保育者の保育経

験隼数の平均を表している。

　幼稚園はi隼保畜から3年保畜まで，保膏年数に纏

がある。表4は，保畜年数の雰彗に公私立の麟合を表し

たものである。公立でもっとも多いのは2隼保奮で，
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公立全躯の約7霧を占めている。公立では2隼保育と

1年繰育を合わせると曾書莚鑓上にな善，3年保育の幼

稚鐵は約5％にすぎない．反雌に私立幼稚園は3隼保

育が圧倒的に多い。このことから，編島藥では私立幼

稚園蒼空に3歳児保畜を握っていること炉わかる。

表書　露誉者数（人）

i公立1私立　　合誹

騒　長12艇174！278
3歳麺任丁㎜τ9引　　1馨8

轍難　研藩3i2
5議謹任…26釧諏sｬ合雛市耀廿菌違3

表2　園長驚織答者職名（％〉

i蓬事長…園長1譲騒長1教頭・主任1未詳入

公立、　G　l藤．3814．3517．23i鱒、581i．蕊
　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
私劇g．7§is2．鱗ig．5i‘1．22董2．2§…峨88

表3　平箆繰曹経験（奪〉
　　　　　公立　　　　i

溪ﾟ下互蕨ぎ
私立
@6．9嘆

藤　i蓬．i2　　　　　1
5．73

5歳握任i　蔦．i8 7．74
一混合握任i　i5．窒3

9．§5

蓑4　保育年数（％〉

1年保育　　2肇歪壷童」＿3隼保育

公立i　　25．9釧　　　鈴鴛　　　亀鱒
私立…　　　㎜『「一一』墨．3§　　　98．薦

2　幼稚鐵教育要領改訂への麟慈と蛙会的要求

紺　縷領≦改訂への封繕4〉エつの焦点

　欝8§年の『要領蓋改善丁を受診，保畜の方針や｛栄爵の

内容・方法の晃覆しの有無を質題した。「見甕した涯と

羅答した割合は，公立幼稚醤が92．2％，私立幼稚璽が

総．2％であった。

　次に，蓼要鰐改訂後に，保育の方欝・内容・方法を

「見直したまと露答した灘こ，r主に変えた点につい

て」自癌冠漣で聾答を求めた。その結果（表5／を見

ると，今懸のζ要領蚕改訂への幼稚癒の繋縛の蒋徴と

して，次の護憲を挙げることができよう。

　まず第一一に，多かった顯に揚げるとr環擁護域の重

視・工夫憾綜慮（影態の1保奢を以蕩よ弩重視達観子

どもの露主性・魑牲・主体性の尊重」などが重んでお

辱，ζ要領露がその総則で揚げた「環境による教育達

「子どもの主体釣活動の重視達綜然な生活の流れ藩な

どの原麩を積極的に受け重め，その具体化・明確髭を

麟ろうとしていた縷が多いといえよう。

　とくに公立園にその顛麟が鑛著であむ，「教畜課程や

詣導詩嚢の屍暮しま（たとえば月瀦の教育課程から

醐携紛ものへの変更，幼晃の興蕪鱒も・を重視した

内容編成）を行ったと麟答した園が2蓄逝1くあった。

それに対して，私立麟の場合には「見直した盛と羅吝

した申にも「自分たちの繰育を支持するものま陵更す

る必要はなかった涯趣旨のものが約2害藪こ上ったこと

もあ鯵，具｛本麟な変更点を挙げているところは公立園

に比べて少ない。

　公立麟は，『要領垂改欝を全般的な見直しの契機とし

て積極的に受け鑑めたのに対して，私立羅の場合に

は，嚢らが作弩上げてきた教蕎観・内容を大切にしな

がら支持できる点について変更を超えるという対応を

したと害えよう。

　第二に，具体的変更点を見てみると，その一つの焦

点は，子どもの自発性や髄牲を尊重した，保育者の指

導・援跡のあ辱方の探求にあったことがうかがえる。

　ゼ環境設定の重要性達「環境購成の工夫」ゼ子どもの警

発盤や主体性の尊重墜ヂ子どもの醐軽iに臨じた保育まな

嚢5　幼稚園教欝要領改訂後に変更した事項（％．複数毯答．園長蟹答〉

分類麗　　畷答率…　　　　記　　連　　事　　鰹　　　　　陰樹公泌堕上

野讐御蚕油・蔭綴欝諺欝欝漂謙織欝欝灘f轟轡
導霞毒十十十一斉形態をできるだ轟ナ毒彗除し束縛しな、翻を多くし島｛遜．グル』プで薮蔭総む重繍遊驚嘆視i期2至・81i叫びを輔こすえた．舳朧の購が多くな騒の灘も醗的尋こなった．

　　　　　　←十qどもの当主　　　i　　　　　i受動的なものから子ども衰勢の礬土盤主体性を育てることのできるよう嚢劉捲導にカを入れ

ｵ．雛韓、’鰍’鯛9・2る．號一た大磯羅駒ため麟鷹録を頒職蹴た援蹴動ている．

欝欝徊研・鷹瓢委瀦莞職織紫蘇ス鍬　ユラ

響欝暑・巨艦懸論難晶織論難集欝
　　　　　　　　　　　　i　教翻鯉魁子ども嬬嚢難軽煖蹴動た・教鰻発麟班裁つ㌧礪に
|刻圭2繊3§1欄で議し飯聾繍輝容を糠蘇録嚥から顕微識・
　　二「　　j　　…　　i雛襟を羅かない豪蜜や課育は考えられない。行事を通して家教的構操を膏てる。意欲や心構

E．謂禦÷舞論難慧毒要欝叢離離畿．テ．卜
え妙つたし舗鰍矯1徽離を勲入始麟動輪とした保醜伽轡る。
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どと配達されたものがこれに該当する。

　これらは，保育者から子どもへの指導・靉靆や関わ

む方を，これまで以上に子どもの犠牲や興瞭・関心に

応じたものにしていく努力というべきものであ鯵，子

どもの興味・関心への「感受性s餓s豊榊ε達やr応答牲

欝鈴藏鷲淫の蕩さ奮，幼稚雛教膏土の焦点麟課題とし

て受け重められているといえよう。

　第三に，これと壷ぶもう一つの焦点は，「欝露形態の

保育を重視するようになったま「壼霞保育の時鷺を圭讐や

した蓬「一斉形態の保畜や行事の見直しをした」などの

配達に表れている，繰奮の形態をめぐる問題である。

この「欝慈形態の保育によ辱多くの欝鶴とエネルギー

を費やす」方陶でカリキュラムを見直すという醐題

は，公立欝と私立麟でほぼ購髭率で挙げられている点

でとくに溢羅される。先の感受牲・癒答牲の高塾援跡

の工夫という課題への縄心が公立園に比して私立醗で

はかな鱗籔かった（ギ子どもへの援麟の仕方や関わ弩

方違に絶する記遠が公立蔦．5％に対して，私立は3．9

％／のとは簸黙、麟だからである。

　繰弩返しになるが，今麟のぎ要領董改訂への対応の

焦点は二つあったと署える。一つは，繰蕎者の捲導・

援励の感受性・臨答盤の鶴上という課題であむ，もう

一つは，一器の保畜の中の時懸翫分を，露密形態の比

重を高める方鶴で見直すことである。そして，いかな

る形態，いかなる活動にどれだけの時賜を翫分するか

という隅題は，カリキュラム縮成上に大きな変更をも

表6 幼稚鐵教育の今獲麟課題（％，複数園答，馨長羅答〉

たらすものとして公立璽・私立欝が共通に強く意識し

たものであ鞍，瞭由形態の保育まこそ，今騒の匿要

領書改訂が鍵起した最大の力摩キュラム購題として現

場では受け嘉められたといってよいであろう。

　そして第獲に｛寸け換えておくべきことは，援跡方法

や保育形態の開題1こ比べてみるとき，ぎ要領董が提起し

た教官内容懸での覧薩しについての言及が少なかった

という点である。ゼ内容に離する晃毒し建に関する記遠

は全捧の蔦鴨だが，その中には行事の見直しなども含

まれてお弩，「人間関係能力の重視」や野壷接体験の重

測などに駕するものは少数にとどまっている。今懸

の疹要領毒改講は総じて，その方法や形態の麗題に焦

点が当たった結果，その教育内容嚢での影響は小さい

ものに終わったと見るべきかも知れない。

②幼稚園の危機意識とゼ注文の多い仕事ま

　しかし，蓼要領垂によって提示された課題だけが，幼

稚園教育の艦一最大の現実課題ではない。力青ナキュラ

ムが実課に現場で講題にされ．るときには，幼稚露がお

かれた被会的な状溌炉重要な意練をもっている。そこ

で羅の経営・運営も含めた全般麟な幼稚醗の課題の意

識状溌を握握するための質鵜（騒の運営や保育内容に

かかわって，縫んでいることや欝っていること葺と，

翼常鶴に強く意識されている軟膏実践上の課題がどの

ようなものであるかを掘握するための質講ざふだん，

保育者に注意していることはどんなことですか」〉を設

けた。獄丁で運べる結果は，生きた現実の率で意識さ

園　警　率
分類項§

全体 公立 私立
記　　　　達　　　　事　　　　鍵

穰箆減少，少

q姥
i義．5 蔦．暮 i3、2

少子免やドーナツ現象などで難物集ま嚇舞々少しずつ減っているの磯撤難こ擦車。望ましい簾舞

衰��o験させるにはiクラス鯵入隊ま二必要だが謬驚か集まらな㌧㌔

保護煮，地賊

ﾆの溺係 i至、3 欝、7 i3．2

経験奪数で像青者を見る父兄の馨炉あ琴著労した。遊び率心，趨露簾鳶について（§に見えて織集が謎

驍ｱとはまれなので1繰護毒の還解をえるのがむずかしい。親の考え方が多磁駕してお弩鰐旛がむずか

ｵい。家庭の塗活習嚢教畜の低下白鬚分グ）子どもしか霞に入らな》㌔

麟度，経営翼
§．2 欝．2 6．6

義のニーズに安易に癒えて興る璽懸ある／スクールバス，給食，学稜麟教畜／。鵡・繰の施設遍羅G2

D傑鷺の実旛がむずかしい。檬青蒔瞬か長い檬膏翫に箆べて鮨種馨は護身が狭い。

子どもの膏ち

ｪ気になる
8．§ 墨｛｝、2 5．3

生後からの奮ちの麗題を撰きずっている点。少子家庭による子どもの娃会盤発達の歪みや保護蕎の養育

ﾔ度。心の簸みをもっている子も攣えて鴛慈に迷う。

働的な環箋条

x
8．§ 鎗、7 5．3

羅鍵鐙導美い／遼籍／馨懸垂こ縫えな婚（小学校欝設璽のため！。一人一人の興稼麗心に難した環境構議が

D殿・設篶の藩から轟難。騰轟などの予算炉不足している。

窪窪繰畜への

ﾋ惑い 7．i 7．3 6．6

どれだ諺蟹々人を見て捲導かなされて騨るかがむずかし静．援勤の琶方がむずかしい，どうしても教舞

U導にな今やすい。文字や数はどの程度まで教えればよ騨か。職員・響事の饗孫などから一斉保畜力§幸

Sだ炉，これ奮子どもたちに悪影響を及ぼすとは考えられな塾。

公醜な予算，

竰ｶ金不建
6．7 5．8 9．2

欝2条鍵のため擁銚金炉少ない。幼稚璽振興費（簿予算）か少な》。鶴鋒鐵費㊧確操炉むずかしい。公

ｧのため予算毒婁決められてお弩騰轟などヂ〉補完毒害十分にできない。

教職蟹集毯の

ﾍ量彫議
欝．7 20．警 5．3

教員の繁務年数が短く新荘の育灘必要で，保翻溶の充実懸る上で掻導がたいへん。保育考の保育

ﾏや経験の違無から蓮こる子どもの養え方や講籍の違恥などで｝ラブ卿。麺ち合せや羅究の時鶏がとれ

ﾈい。援鱗の鍵え方にもさまざまな考え方寮あ暮むずかしい．捲蓬を除き全翼寮兼務のため誌し合う機

�F少な塾。兼蓑i羅長のため†分に職責か果たせない。

教魎の銚務条

潤E人数
鍾．5 欝．s §．2

一弄、一人を大窃に，適饗な援銚，幼還礫解など蓬蔑が背負うものが多すぎるので教育を堆やして。霞縷

B鳶でグ〉2人懇経の実現を。職務の馨1雑｛とと覆究鑑進のため欝翼炉なくコミュニケーションがとれな

｢。教舞の綻稗が公立と講等1こなるよう。経験豊霧で有能な教鍍こその力量に見合った待遇炉できな雛

ﾌ炉最大の羅み。瞳婁鷺檬膏に薦鐵かない。

教麟懇々人の

ﾍ量
3．9 む．§ i3．2

教懸一人一人の育ちに委ねることはむずかしい。遊び帯心4）保育にお捗る縁膏者の質麟講．ヒをいかにす

驍ｩ．先盈のモラ膨の抵さ。連総・馨告・梅談かできない喜

その飽 5．7 §、3 3．9 スクールバス逢欝毒凱さ翫　／慈1籍懸，登降嚢慧奉妻妾彗悪書遅くなる〉

なし・不羇 3至．§ 2§、6 36．8
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れている問題が，蓬要頷轟改1譲の隆の焦点的難題意識と

は必ずしも一致していないことを示している。

　まず表6は，圏の運営や保畜内容に瞬わる簸みや課

題を購長に義淺配達で織讐してもらった結果である。

　もっとも多かったのは新教締謹に関わる事項だが

（それについては後連／，それに次塾で霧立ったのは，

いわば「経営の危機達に関わる事項であった。まず

新少子化．騒児減少まの潤題が挙げられ，それと密接

に結び｛言いて「経営・麟度に関わる難題蓬が一具体的

には，公立獲と私立靉靆の，あるいは操育漸との懸の

園晃確｛呆をめぐる競合的関係，施設の｛藁給遺棄睦や，園

児減少によって一方では少人数クラスが培える反悪．

クラス数炉減少した結果遂にクラスサイズが退大にな

った弩，隼齢混合クラスを設けざるをえないなど一螺

の存続や教育の基本麟条件に羅わる鶏題として受け壷

められていた。ここでもこのような意識が私立園よ琴も

公立罎に多く表れている点に注意する必要がある。

　次に，このような危機意識の申で，蝶護者との縫係

が影問題」として強く意識され嬉めていることも涯霧

に簸する。具体的には，①保護者の幼稚霞に対する強

い購待やきびしい評緬一「経験年数で教懸を評韓iする

繰護考のきびしい§」一が増えていること，②懸纏観

や要求の多様化の中で檬護考の遷解をえることの霞難

と重要性一軒結果がみえにくい霧密謀育」への理解が

むずかしいことや「けんかをいじめと蓬絃させる涯よ

うなわが子幸心の考え方一を捲補する声であった。

　こうした串で，綜繊保育への戸惑い逢の声が挙がっ

ている。援跡の登方や欝鐡保育への饗鯵替えが必ずし

もうまくいかない点だけでなく，鴛事や一斉縁育の必

要性，文字指導に関する保護者の難待に癒えるという

瞬題も患されている。縫方ではザ生活習嶺が身につい

ていない」ゼ人とのかかわ牲がうまくできない達などの

　「気になる子どもの育ち窪の問題の深灘化炉ある。

　このように見てくると，経営危機と保護者からの要

求の強ま辱の牢，今馨の幼稚園教締の仕事はきわめて

　「涯文の多い藩猛撃にな穆つつあるといえよう。それ

が，「教緬集鑓の力量形成謹や「教締の条件・人数」の

臨題に関する多数の騒答に表れている。

　その牢では，公立蟹の場合には蟹全体の教職員の不

足や専任教職員の不足の問題（ゼ小学校長との兼務では

責任ある対癒が鑓難達「1握任の教麟と十分に議し合う時

間がない麟，私立鑓の場合は教緬の勤務年数の頬さか

ら生じている懸々入の力量の開題が特に多いという違

いがあるとはいえ，共通して「教麟の力量海上，醸修

の充実藩の問題炉璽の将来を左右する大きな課題とし

て意識されている。

　その背景にはもちろん，先にみた経営の危機と保護

者の要求の多様化という開題があるのは震うまでもな

い炉，岡持にそこに，蓼要頷書が提起した保蕎，つま弩

環境構成，燧鍵指導，白露形態の保畜などの塞現のた

めには，保育考のカがこれまで雛上に重要になってき

ているざ一人一人を大饗に，適切な援励，幼甕理解な

ど握任が背負うものが多すぎるまr教員の雑務年数が煙

く繰育内容σ〉充実を灘る上で新任教員鐙膏成がたいへ

ん葺という事構があるように思われる。

　さらに，保奮者の力量の形絞・発揮のための基本条

件となる人釣条嘗の大きな立ち後れの開題が，公私を

購わず切実な訴えとして鐵されていることは，重大で

あるひ（私立霞の場合は待遇条件の抵さと補跡金の問

題，公立鑛の場合には葬常難職員の解溝，勃的条件の

驚題など．共通してクラス定員を滅らす必要／。

鋤　「購確な羅鈎意識まを求める雑会麟要求

　さて，保育者への腰求・注文まの内容をよむ具体

繊こ瞬らかにするために．「ふだん保斉者に注意してい

ること藩について圏長にたずねた（表7ん

　ここで挙げられたものを大まかに分類すると，一つ

の項馨群は，ゼ安全管瑳・事故跡重連ゼ子どもに隣る

く，楽しく，公平に接するま軒挨拶・膿装・雪菜遣いに

気を付けるまという，伝統釣に大事にされてきた諸項

欝，二つ霞には蓼要額垂が提起した，夢一人一人に応ビ

た保育，鱗性蓉重ま「子どもの観察・瑳解重野捲導・援

麟の工夫盛などが挙げられる。

　そして三つ霧には，仔どもの要求に沿うことは大舞

だが放任にならないように」矯撰藝牲のある意靉靆な保

育を」絡露探育だけで終わらず必要に感じて一斉保膏

を織翰込む」とする意見や，内容面での保育者への要

望ぜ生活習縷やしつけ」ゼ直接体験の重視肇など，教

育欝標や指導の窪き麟意識性」を瞬確にした繰鳶を求

める項欝群がある。これらは，ゼ保育者餐々人の霞覚や

醗さん添書もっと必要逢薩呆育邑こプ躍意識を」などの声と

も重な鯵合うものであ吟，蔚にみた経営亀機意識や保

護者への黄経ある対癒の必要という今馨魏な状溌と重

なって，いわば幼稚獲教育のヂ繕果・効果」に封ずる

責任意識の購確化を求める声として揺ることができる

のではないか。

　以上，きわめてラフであるが今霧の幼稚癒教畜に織

けられたヂ鮭会的要求まを見てくると，そこにはぜ要

領毒がいう匿子どもへの慈答牲・感受性まを蔑めると

いう課題轟こは集約することのできない，もう一つの課

題が浮かび上がっているということができよう。それ

は，教畜が欝指し意験する騒榛（の達成度を〉を明確

に説明すること，そしてそのための奮闘的力量の織上

を求めるものだといってよいであろう。

　さて，先にみたように，疹要領藍の改訂は保育者の

　「子どもへの感受椎・癒答盤獲の海上という課題と，

カリキュラム編成における霞露形態の保膏の重点の移

行という二つの課題をク滋一ズアップするものであっ

た。縫方，今醤の保育者は，深青の霞標の瞬確な露覚

とその結果についての説溺責任能力（農ζCG膿擁妙／の

陶土を強く求める社会的磁場の串に鐙かれている。
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表7　8覆の保育の強請点（％．複数麟答，園長麗答／

分類環馨
　羅　答

全鉢1公立 立私
記 遺 事 鰹

安全管選 鍵．2‘ a．5　22．嘘　事数紡蓬に努める。環境・保健安全の徹疫。蟹艶から9を離さない。

隣るく，楽し　24．圭

い雰麟気

欝．劉欝．薪疑つも笑顔で。イライラをぶつけない．録育者と子どもが共感した吟感聾した暮する。子ど

　　　　　　もと元気に遊ぶ。一懸が楽しかったと思えるように。差購なく公平な気持ちでほめる。

挨拶，暇装，　至3．耳

欝葉遣い

敦2 K讐鍛練1雛膿葉馨滞総燃憲麹驚拶鰯 雲葉づか

｛呆壽董鷺との鑑i圭2．玉…i3．ll

　　　　　　　　　　　　1
頼麗孫　　　　　　　　　1

§、2i｛呆護者との連絡を密に。一一人一一λの子どもが霧の宝であることを認識して。文句を言われた

　　ら感婚約にならずまず言い分を驚き，それからこちらの考えを。保護者から懸顛されるよう。

子どもの観・

察・

懸雛薄慈・羅1

姓蓉重

理解 I
I
I寺浄齋 華鰯 設っi 濃

2｛）．§　2i．8…墨8．嬉1子どもの行動を夕舞舞朗なものでなく内面難iを大綾銭ことらえる。観察を通して子どもを見る。

　　　　　　　　毎韓の羅驚たちの織子を必ず伝達しあって教懸麗のディスカフシ葺ンを盛んにするように。

i§．3…薦陣．一議観遜ぬよ槻ヲ畝をよくみ鷲敷脅嚇る轟
　　　　　　　　心や霞長に合わせた籔入髪導が必要（そのために教懸の技能や知識が求められる）。

捲導・援勤方‘

法の工夫

§．2ほ蓼．71き．3 …援購といいながら単に見ているだけの教賑にならないように。幼麗の興糠麟心を響き思す環

縫権威。子どもの心を箆抜き子どもの懸けを必要とするところに手を差し紳べる。

霧確な教畜慧　　s．O　I

舞の必要

個個子どもの熱論こと1糊だが患部こという麟の中で撫こ妨ないよ槻
　　　　　欝蓑聖堂のある意麺的な保畜を。蓑虫謀奮だけで終わらず必要に誌ごて一斉保膏を織鯵込む。

重視すべき§　§．9

漂・内容

ワ
～倉垂 ．引

　
胃病輪

i

鬱然や麟纏麹の観察鋸欝鼎嘉を饑く態度を身につ酵させたい。遊び中心の焦濡でも，基本的

隻活習娯や集落生活の中でのルールを身につけさせる。友だちとグ）欝わ鯵をもつ力紛捲導を。

征貴
雛

の
鍔

毒
專

套
　
　

・

教
感

保護餐の期待と信頼に応える。廷事にプロ意識で。饒意工夫をもって失数を恐れず。馨烹性

や窮追盤を発揮して。誠意，精熟，礒究毛・，責任ある欝嚢。専霧｛堂深化のための麹学心を。

醗修・集霧討一7．8i

議

7絃 5．31保鷺や幼箆のことを気負わずになんでも議し合う。選己啓発〔羅究観修会・音楽会・展覧

　　会1に髄奨濠遣。教麟全員でカンファレンスを行塾多謬的な子ども甕養と共通遷解を麟る。

その勉 5．7“ V．3ほ．31

記入なし 8藩　7，81i危51

　この保育者の「子どもへの感受惣と期確な§釣

意識性ほという二つの課題に対して，嚢虫形態の重幌

繧1舞の強まをヲはどのような影響を与えるものなのだろ

うか。「子ども幸心の保畜は，教えることへの露覚を弱

める雄「盗露繰鳶は放任にな鯵がち」というような羅係

があるのであろうか。一斉形態から霞癒形態への重点

の移動というカリキュラム編成の変化は，実燦の繰畜

者の指導・援跡の質に何らかの影響を与えるのであろ

う。次簾ではこうした瞬題について，今懸の調査結果

が示唆するものを述べていくことにしたい。

3　保育指導の「計薩桂葺と保育形態の選択

1欝　二二つ¢〉保育形態に振参向もナる〈暗闘〉〈重点〉

　そこでまず，r白塗形態の保管まと「一斉形態の保

曹達という二つの形態に保育を二分したときに，それ

ぞれにどれだけの箆重で〈縛麗〉とぐエネルギー〉を

蔑分しているかを見ることにしたい。

　表8は，一馨の保育の中で，一・斉形慧と自慰形態に

どれくら藩の時霧が費やされているかを記入してもら

ったものから，生活捲導的な内容（昼食，降園時の指

導など1の暗闘を除いた一斉形態の保育が占める鋳潤

を擁諾し，それを3§分毎に分けて分布を調べたもので

ある。また，｛呆育者か籔白蜜形態の｛呆育達と「一斉形

態の保育獲のどちらに重点を置いているのかについて

の醤答結果を表参に示した。

　表8より，一斉形態の謀畜が羨める時潮について

は，逢歳ではピークに少しずれはあるものの，5歳の

ピークは公立私立とも総分～鱒分である。しかし，私

立園の方が若干一斉形態の鎌育時縫が長い懸痢が見ら

れる。とくに5歳児に緩って鷺較してみると，墨2§分銭

表8　一斉形態劣保育の鱒鶴（％〉
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表i9　緑苔の壷点、（％／
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一とという長時霧を…斉保育に当てている露は私立が大

半を占めるという結果であった。

　こうした縛翼翫分の点での重点の置き方と対籍し

て，教晒がいずれに重点をおいているかという質翼に

対する羅答も，私立轟の教嚢撰こ一斉形態を重視するも

のが多い繧霰が認められた。（表9参窯／

！錯　窮由形態毒こおける保鷺の留意点

　次に，窪密形態の保育を看う際に，保管考が留意し

ている点および工夫している点を，表欝に示した。自

由形態の保育の留意点として多くの保畜考に挙げられ

たのは，「イ．遊びに使う素材をできるかぎ鞭，子ども

が霞密に綾える状態にしておく」とゼク．子ども軽士の

トラブルやけん毒Σ方書生じた褻祭，とくに危険毒婁なけれ

ば，できるだ1ナ仲裁や中壷に入らないで，成琴行きを

晃守るようにしている蓬であった。鬱し，クにつ恥て

は子どもの隼齢による差が認められ，掛5歳に比べ

て3歳では霧合が少なくなっている。また「キ．できる

だけ，子どもの遊びに一緒に入って樽手になるように

している」についても子どもの隼齢による差が認めら

れ，ψ5歳に比べて3歳では塞合が多くなってお

鯵，隼齢や子ども瞬士の関わ融合いや麗麗解決能力に

感じて，録育者の関わむ方を変化させていることがう

かがえる鋳巣となっている。

③指導の計画牲と保育形態の選横

　さて，自由形態における保管の留意点は，園によっ

て違いがあるのだろうか。

　そこでまず，5歳箆の握当保鳶者だけに隆って，公

立蟹の保蕎者と私立騒の保育者の騒答を箆較してみる

と，「イ、素材の自浅な硬罵涯ゼカ．糧となる教材の提

示董「ウ、ルール遊びを多く葺ク、子ども詞士のトラブ

ルを見守る涯の蔓環§では欝ポイント以上の開きが認

められた。そこで，これらのちがいが自由形態の保育

の重視の程度と関連オ§あるのかどうかを見るために，

「一斉形態と麩露形態のいずれに重点を置いている

力懸という質闘とクロスした結果が表最である。

　ここでは明確な関連とはいえないけれども，一一斉形

態に野かな舅「やや獲重点を置く保育者は，それ雛外

の三つのグループに比べて，「糧となる教材の提示漣と

新素材の欝密な健絹淫の項目への露答率炉低くなって

いる。この二つの項譲ま，子どもたちが展麗する多様

な活動や子ども瞬士の騰わ辱の申から，教育的に有意

義なものを保育者が選び申し，そのために計霞釣・§

的意識的に準備やはたらきかけを行う必要のある頭嚢

である。瞥董となる教材の提示盛が計露盤に関連してい

るのはいうまでもないが，「素材の懲露な使舞錐も子ど

もの活動の展雛を見守舞ながら必要な素材を羨もって準

臆する必要があるという点で夢計遜達が不再欠である。

　これに対して，ゼ子どもの遊び根手になるま夢子ども

練士のトラブルを莞守る涯など子どもの行動に対する

事後的な対籍という姓絡の強い項醸こついては，課育

影態の重点の置き方による差異は認められなかった。

　このような結果に基づいて，保育形態の重点の置き

方と，保育指導の野言を無性達　との馨翼こは，次のような

騨連牲を見いだすことができると考える。

　その第…は，矯じく自浅な保膏形態とは籍っても，

そこでの保育の野計癒牲・§豹意識性」には，保畜者

によって，あるいは麟によってち奮いがあるのではな

いかということである。｛呆青者の意識の寧にある留意

衰欝　難虫形態の保蕎の留意点（％）
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表麺　指灘の留意点と像育形態の嚢点（％／

素材の嚢虫綾絹 ルール遊び多く1糧となる教材蓬示i遊び構手になる トラブル見守る

かなむ一斉形態

竄竏齔ﾄ形態
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V産．茎7

W蓋．53
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点のちがいが，実際の鮨導・援跡に影響している薄能

盤があると患われる◎

　第二に，保育の「形態謹の瞬題と，保育における

「讃霞性」という鵜題は，驚穫iの独立した要素として

綴う必要があるということである。騨の害い方をすれ

ば，たとえば「一斉形態の保育は，意騒的な教鳶活動

である」とか，懸欝形態の深青は敏任にな鯵やすい墜

などという彫で，〈一斉か馨鶴か〉という保育形態それ

嚢体炉，保育者の「誕霞牲，馨麟意識性嵯を自動的に

決めるものではな騨ということである。

　そして第三に，傑壽指導の「誹麟牲達に縫達して塾

るのは「彫鶴それ糞体ではなくて，ダいずれの保育形

態に比重をおくか」という要素だということである。

　表i銭こ瞬らかなように，一斉鷺多態に「かな鯵」ある

いは「どちらかといえば謹重点を置騨ている保育‡者

は，そうでない保鳶者に箆べて，懲懲な録音場藤にお

けるゼ誹露盤達がやや低いかもしれない。

　しかしながら．欝憲形態の繰育に重点を麗けば置く

ほど，誹懸盤が瞬確にな琴，感受性が豊かになるとい

うような単純な漢1連性垂ま見レ｝だせな秘｝。　とレ萬うのξま，

ギ欝癒形態にかな弩重点を置いている蕪と羅答してい

る保；薄者の場合，Fどちらともいえない」「どちらかと

いえば白蜜形態謹と醸答した探膏者に箆べて，ギ糧とな

る教材の提示≦新素材の嚢露な綾絹」だけでなく，ゼ遊

び梅手になる」ゼトラブルを見守る輩εルール遊びを取

弩入れる達などの項欝にお塾ても麟答率が低籍領海が

見えるからである。つまり，裟癌形態の｛呆麿をギかな

明重視しているということが，保；薄着の誹懸盤や感

受性の全般釣な抵さに関連しているかもしれないので

ある。あえて飛躍した書籍方をすれば，「露癒敏任藩醜

な傾梅と結びイ量雛ている場合があるということである。

　このことをどのように解殺するかは，残された大き

な課題であるが，解織の…つの可能性を舞示するな

ら，二1つの保育形態の〈バランス〉の溝題ナつま舞い

ずれかの形態に偏したカリキュラムではなく，適度な

バランスな琴，一一斉形態と嚢露形態との有機釣な関連

づけをもったカリキュラムかどうかという講題が，重

要な要素となっているかもしれないということである。

　いずれにせよ，綜密形態と一斉形態のいず蕊に重点

を置くオ彗という｛呆育「者の肇彗欝華寿§，　嚢奮黎形態の場懸華こ

おける指導・靉靆の質に影響しているのではないかと

いうことはできる。そして，そのいずれの形態に重点

を置くかという露題は，単純に繰育者種々人の録音観

によって決定される聡題というよ鯵，その蟹のカリキ

ュラムの縮織1やその背後にある1翼の保；薄方斜，遊び

観・鐸育観と深く幾わっているように患われる。

麗　まとめにかえて

　今曇の幼稚鑛教懸は，一方でζ要額邊改誕を契機に

して「子どもに対する感受牲」の蕩魏保育指導を求め

られるようになってきていると講欝に，縫方で，少子

化や経営の危機慈1識の広がむの下’で，教官における

軒明確な§標意識謹と指導の計癒盤iを強く求められ。る

ような珪素溌下におかれている。この報告においては，

後者の保蕎指導のヂ講懸盤」の問題に焦点を当てて．そ

れが保育形態とどのような鷺連があるのかを見てみた。

　その結果，嚢密形態における保鳶指導の影爵蚕牲」

への蒼欝の程度は，いずれの綴音影艦に重点を置くか

という選撰睾垂鬱憂と霧連があるということが明らかにな

った。この結果は，捲導の感受盤や計懸盤の質を決定

するのは，保奢形態それ霞体ではなく，幼稚癒の保袴

観やカリキュラム編絞上の方鋭が重要な要素であるこ

とを示唆するものである。

　以上の結果を踏まえた上で，私たちのカリキュラム

醗究の今後の課題として浮かび上がってきた開題を素

接して，まとめに代えたい。

　保育実践上の指導・援勧の質を左右する一つの重要

な要素は，一斉と霞繊のいずれの保育形態に重点を置

くかという「選捉」の鶴題であるというのが，ひとま

ずの結講であった。そして，「選択窪のタイプとして．

ヂー蒼重視達型と，薪…・斉も含まれた察密形態」型，

縮霞形態偏重涯型に分けることが有醜であろうとい

うのが，得られ．た｛浸設的枠緩みである。

　そこで今後の課題は二つあることになる。

　一つは，このような「保育形態の選蝦藻のタイプ

が，実燦に存窪しているのか，識驚できるのかという

点である。それと属鱒に，そうした選択を左右する要

素は，幼稚圏のどのような保育観・子ども観に麗達し

ているのかを購らかにすることである。

　もう一つの課題は，保鳶者の子どもへの実藻の関わ

舞を分析してみることである。保育捲導の感受性と講

懸盤という二つの要素が，実際に子どもの学習経験の

質に影響しているものかどうかを分析してみる必要が

ある。


